
9
月
16
日
、
郡
山
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
10
月
1
日

外
注
化
実
施
に
伴
う
、
出
向
の

事
前
通
知
発
令
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
郡
工
支
部
は
9

月
17
日
の
昼
休
み
、
車
両
セ
ン

タ
ー
正
門
向
か
い
側
に
お
い
て
、

「
外
注
化
阻
止
！
強
制
出
向
を

許
さ
な
い
郡
工
支
部
集
会
」
を

開
催
し
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
橋
本
守
弘
委
員
長
は
「
今
回

の
外
注
化
で
、
エ
ル
ダ
ー
の
た

め
の
業
務
委
託
で
は
な
く
、
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
の
委
託
で
あ

る
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
」
と

施
策
の
本
質
を
述
べ
た
。

続
い
て
郡
工
支
部
橋
本
書
記

長
か
ら
今
回
の
外
注
化
の
問
題

点
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

の
提
起
が
さ
れ
た
。

事
前
通
知
を
発
令
さ
れ
た
当

該
を
代
表
し
藤
崎
氏
か
ら
は

「
こ
の
間
の
面
談
で
は
、
安
全

を
脅
か
す
外
注
化
は
反
対
で
あ

る
と
主
張
し
て
き
た
。
職
場
を

な
く
さ
れ
る
こ
と
に
あ
ら
た
め

て
抗
議
す
る
」
と
の
決
意
が
述

べ
ら
れ
た
。

ま
た
車
体
科
分
会
か
ら
は

「
車
両
の
品
質
を
低
下
さ
せ
る

外
注
化
は
反
対
だ
。
短
期
間
の

教
育
で
は
技
術
は
身
に
つ
か
な

い
」
、
続
い
て
装
置
科
分
会
か

ら
は
「
若
者
の
職
場
を
奪
う
施

策
で
あ
り
許
さ
れ
な
い
」
、
さ

ら
に
貨
物
か
ら
は
「
強
制
出
向

を
許
さ
な
い
闘
い
を
共
に
や
っ

て
い
く
」
と
そ
れ
ぞ
れ
決
意
が

述
べ
ら
れ
、
最
後
に
橋
本
委
員

長
の
音
頭
で
団
結
頑
張
ろ
う
を

突
き
上
げ
集
会
を
終
え
た
。

※
郡
工
支
部
は
、
9
月
25
日
郡

山
ビ
ッ
ク
ア
イ
で
支
部
集
会

（
外
注
化
と
強
制
出
向
に
反
対

し
JR
の
安
全
を
守
る
郡
工
支
部

集
会
）
を
開
催
。
こ
の
間
の
経

過
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
議
論
し
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

申
し
入
れ
交
渉
に
参
加
し
た

の
は
、
組
合
側
と
し
て
東
北
協

議
会
佐
藤
議
長
、
同
原
子
幹
事
、

同
後
藤
幹
事
、
ま
た
貨
物
東
北

協
議
会
大
越
議
長
、
同
木
元
事

務
長
の
5
人
。

会
社
側
の
出
席
者
は
中
嶋
社

長
、
阿
部
総
務
部
長
、
取
締
役

成
田
関
連
部
長
、
取
締
役
本
郷

自
動
車
部
長
の
4
人
。

組
合
側
の
申
し
入
れ
の
主
旨

は
、

①
国
労
と
の
交
渉
窓
口
を
設
け

る
こ
と
（
交
渉
窓
口
は
東
北
協

議
会
と
す
る
こ
と
）
、

②
松
渕
光
博
氏
を
正
社
員
と
し

て
雇
用
す
る
こ
と
の
2
点
。

こ
れ
に
対
し
会
社
側
の
返
答

は
、
①
労
組
法
で
の
対
応
と
な

る
②
就
業
規
則
で
対
応
す
る
と

回
答
が
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
JR
貨
物
・
JR
東
日

本
会
社
を
問
わ
ず
本
体
業
務
の

委
託
化
が
進
行
し
て
い
る
中
で
、

組
合
員
の
労
働
条
件
や
労
働
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
の
交
渉
窓

口
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

今
回
の
交
渉
の
申
し
入
れ
は
こ

う
し
た
状
況
か
ら
も
一
歩
前
進

し
た
取
組
み
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
。東

北
協
議
会
の
役
員
は
「
今

後
、
労
組
法
か
ら
労
使
間
に
関

す
る
協
約
締
結
に
結
び
つ
け
た

い
」
と
し
て
い
る
。
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団結 抵抗 統一

7
・
11

第
11
回
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

7
・
31
〜
8
・
1

第
83
回
定
期
全
国
大
会

8
・
4

第
12
回
執
行
委
員
会

8
・
7
〜
8

第
28
回
東
日
本
本
部
大
会

8
・
9

地
本
会
計
監
査

8
・
19

地
本
調
査
部
長
会
議

8
・
23

第
42
回
安
プ
ロ
・
第
33
回
業
長
会
議

8
・
23

第
54
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

8
・
24

国
労
東
北
協
議
会
拡
大
幹
事
会

8
・
26

第
13
回
地
本
執
行
委
員
会

8
・
28
〜
29

国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
会

9
・
6

地
本
組
織
部
長
会
議

9
・
16

第
14
回
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

9
・
23

さ
よ
な
ら
原
発
全
国
大
集
会

9
月
17
日
、
国
労
郡
山
工
場
支
部
（
橋
本
守
弘
委
員
長
）
は
、

10
月
1
日
に
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

の
外
注
化
施
策
に
伴
う
本
人
同
意
を
得
な
い
出
向
発
令
に
抗
議

す
る
集
会
を
開
催
し
た
。

Ｎo . 2683
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8
月
21
日
、
国
労
東
北
協
議
会
（
佐
藤
浩
一
議
長
＝
秋
田
地

本
）
は
、
JR
貨
物
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
対
し
、
8
月
1
日

に
国
労
に
加
入
し
た
松
渕
光
博
氏
（
同
社
秋
田
支
店
秋
田
事
業

所
嘱
託
社
員
）
の
労
使
関
係
の
存
在
確
認
と
交
渉
窓
口
の
取
扱

い
、
ま
た
団
体
交
渉
の
開
催
な
ど
を
求
め
て
交
渉
を
行
っ
た
。

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

会
は
、
過
去
に
組
合
員
か
ら
質

問
が
あ
っ
た
内
容
に
対
し
以
下

の
内
容
を
回
答
し
て
い
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

質
問
の
内
容
は
、

①
CT
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
被
ば
く

線
量
は
ど
の
程
度
か
。

②
健
康
管
理
手
帳
取
得
後
の
年

2
回
の
検
査
は
、
1
回
は
CT
、

も
う
1
回
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
あ

る
が
、
両
方
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
な

ら
な
い
か
。

③
受
診
し
て
い
る
病
院
の
変
更

は
可
能
な
の
か
、
の
3
点
で
す
。

①
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
線
量
は
0・

06
m
Sv
（
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
、

CT
で
は
5
〜
30
m
Sv
で
す
（
錦

町
診
療
所
の
回
答
）
。

②
に
つ
い
て
は
病
院
の
先
生
の

判
断
で
あ
り
、
対
策
委
員
会
と

し
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
病
院
の
先
生
の
判
断
に

な
り
ま
す
。

③
で
す
が
、
宮
城
県
下
で
は
坂

病
院
と
東
北
労
災
病
院
が
指
定

さ
れ
て
い
て
、
東
北
労
働
局
に

よ
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
変
更
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
ま
た
県
を

ま
た
い
で
も
大
丈
夫
で
す
。

被
ば
く
線
量
に
つ
い
て
は
、

高
い
・
低
い
が
問
題
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
個
々

の
判
断
に
な
り
ま
す
。
通
常
に

生
活
を
し
て
い
れ
ば
、
自
然
界

や
食
物
そ
の
他
か
ら
年
間
平
均

2
m
Sv
の
被
ば
く
が
あ
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
数
値
も
参
考
に
し

て
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
の
先

生
に
相
談
し
て
意
見
を
伺
う
の

が
良
い
で
し
ょ
う
。
最
終
的
に

は
個
人
の
判
断
に
な
り
ま
す
。

車両センター前での抗議集会



東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
半
。

昨
年
７
月
に
も
同
様
の
企
画
が

あ
り
、
い
わ
き
か
ら
富
岡
方
面

に
向
か
っ
て
原
発
事
故
後
の
相

双
地
区
を
視
察
。
被
災
か
ら
放

置
さ
れ
た
ま
ま
の
建
物
、
船
舶
、

車
、
人
気
の
な
い
富
岡
駅
前
等

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

今
年
は
仙
台
か
ら
原
町
・
小

高
方
面
に
向
か
っ
て
視
察
し
、

常
磐
線
の
「
い
わ
き
保
技
セ
原

ノ
町
派
出
」
の
仲
間
を
激
励
訪

問
す
る
企
画
だ
。

参
加
者
は
、
本
部
菊
地
書
記

長
、
佐
伯
書
記
、
東
日
本
佐
藤

書
記
長
、
仙
台
地
本
大
沼
委
員

長
、
原
子
書
記
長
、
宮
城
県
支

部
山
田
書
記
長
、
福
島
県
支
部

小
桧
山
執
行
委
員
、
水
戸
地
本

赤
沼
書
記
長
、
出
羽
地
本
執
行

委
員
、
県
支
部
坂
本
委
員
長
、

猪
狩
書
記
長
、
原
町
派
出
の
8

名
の
仲
間
。

JR
常
磐
線
の
現
状

現
在
、
福
島
第
一
原
発
か
ら

20
㌔
圏
内
で
も
避
難
解
除
準
備

区
域
と
し
て
住
民
帰
還
を
促
進

す
る
た
め
に
列
車
運
行
が
再
開

さ
れ
て
い
る
。
南
方
面
で
は
竜

田
駅
ま
で
乗
り
入
れ
が
さ
れ
、

北
方
面
で
は
仙
台
・
浜
吉
田
間

と
相
馬
・
原
ノ
町
間
が
往
復
運

転
。
津
波
被
害
が
大
き
か
っ
た

浜
吉
田
・
相
馬
間
は
山
側
に
新

ル
ー
ト
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
、

17
年
春
に
運
転
再
開
と
報
道
さ

れ
た
。
な
お
、
並
行
す
る
常
磐

道
も
来
年
GW
ま
で
に
全
線
開
通

さ
せ
る
こ
と
を
安
倍
首
相
が
表

明
。
国
道
6
号
線
は
現
在
は
立

ち
入
り
禁
止
だ
が
、
自
己
責
任

で
通
行
を
認
め
る
方
向
と
報
告

さ
れ
た
（
9
月
15
日
解
除
）
。

現
地
視
察
一
日
目

浜
吉
田
駅
に
到
着
。
ホ
ー
ム

の
先
に
は
新
設
さ
れ
た
車
止
め
、

そ
の
先
は
夏
草
が
繁
茂
し
て
線

路
が
見
え
な
い
状
況
。

6
号
線
を
南
下
す
る
途
中
、

標
識
に
津
波
冠
水
地
点
の
表
示

が
あ
っ
た
。
津
波
が
ま
っ
す
ぐ

到
達
し
た
で
あ
ろ
う
地
形
。
海

側
に
向
か
っ
て
は
建
物
が
見
え

ず
、
稲
作
も
さ
れ
ず
に
た
だ
草

原
が
広
が
っ
て
い
る
光
景
が
拡

が
る
。
坂
元
駅
に
到
着
し
、
ホ
ー

ム
に
上
が
る
と
新
設
さ
れ
た
防

潮
堤
の
隙
間
か
ら
海
が
す
ぐ
近

く
に
見
え
る
。

辺
り
一
面
、
草
が
生
い
茂
っ

て
い
る
だ
け
で
何
も
な
く
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
南
下
し
、
新

線
の
建
設
現
場
で
盛
ん
に
工
事

車
両
が
行
き
か
う
「
新
」
新
地

駅
周
辺
で
写
真
撮
影
。
津
波
到

達
地
点
の
た
め
高
架
化
し
て
い

る
。新

地
火
力
発
電
所
を
過
ぎ
る

と
ガ
レ
キ
処
理
施
設
が
見
え
て

き
た
。
13
年
に
着
工
さ
れ
、
避

難
区
域
内
の
ガ
レ
キ
を
焼
却
処

理
し
て
き
た
施
設
の
構
内
を
見

せ
て
も
ら
う
。

施
設
の
入
り
口
に
表
示
し
て

い
た
放
射
能
測
定
値
は
0
・
09

μ
Sv
。

旧
相
馬
港
や
相
馬
駅
を
回
り
、

原
ノ
町
派
出
の
職
場
に
向
か
う
。

こ
の
職
場
は
、
相
馬
・
原
ノ
町

間
運
行
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
業

務
が
再
開
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前

は
避
難
指
示
が
さ
れ
て
か
ら
列

車
も
運
休
に
な
り
、
職
場
を
い

わ
き
保
技
セ
に
戻
さ
れ
る
人
、

仙
台
保
技
セ
に
配
転
さ
れ
仙
台

で
仕
事
を
し
た
人
と
別
れ
た
時

期
が
あ
っ
た
。

夜
に
は
原
ノ
町
駅
前
の
ホ
テ

ル
で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
こ

の
間
の
苦
労
話
を
聞
か
せ
て
頂

い
た
。
原
発
事
故
に
よ
っ
て
人

生
を
翻
弄
さ
れ
、
今
な
お
苦
し

め
ら
れ
て
い
る
実
態
を
聞
く
に

つ
け
、
改
め
て
原
発
事
故
の
恐

ろ
し
さ
と
脱
原
発
を
早
期
に
実

現
す
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
。

現
地
視
察
二
日
目

二
日
目
は
さ
ら
に
国
道
6
号

を
南
下
し
続
け
、
小
高
を
過
ぎ

て
浪
江
に
入
る
。

既
に
20
㌔
圏
内
に
入
っ
て
お

り
、
国
道
の
封
鎖
地
点
が
見
え

て
き
た
。
右
折
し
て
浪
江
駅
に

到
着
。
こ
こ
も
昨
年
の
富
岡
駅

と
同
様
に
人
の
気
配
が
な
く
、

駅
前
周
辺
の
建
物
も
崩
壊
し
た

り
傾
い
た
ま
ま
手
付
か
ず
の
状

態
。駅

周
辺
の
線
量
は
0
・
6
μ

Sv
程
度
だ
が
、
踏
切
近
く
の
草

む
ら
は
4
・
68
μ
Sv
。

踏
切
上
や
北
側
の
道
路
上
で

約
1
μ
Sv
。
少
し
の
時
間
の
計

測
で
高
い
線
量
が
見
つ
か
る
。

立
入
禁
止
の
方
面
に
向
か
え

ば
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。

帰
路
、
い
わ
き
太
田
駅
、
桃

内
駅
、
小
高
駅
を
回
る
。

駅
舎
、
線
路
上
は
3
年
が
経

過
し
た
中
で
、
雑
草
が
繁
茂
し

レ
ー
ル
も
良
く
見
え
な
い
状
態
。

こ
う
し
た
中
、
避
難
解
除
準

備
区
域
（
年
間
20
m
Sv
）
原
ノ

町
か
ら
小
高
ま
で
の
運
行
再
開

も
俎
上
に
上
が
っ
て
い
る
と
聞

い
た
。

感
想
と
し
て

昨
年
、
富
岡
に
向
か
う
国
道

で
目
に
付
い
た
大
量
の
除
染
後

の
黒
い
コ
ン
パ
ッ
ク
が
今
回
は

ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
ガ
レ

キ
処
理
や
除
染
も
進
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
崩
壊
し

て
そ
の
ま
ま
の
家
屋
や
真
新
し

い
家
屋
が
混
在
す
る
街
並
み
、

そ
こ
に
は
人
の
気
配
が
み
ら
れ

な
い
沈
黙
の
街
並
み
。
ガ
レ
キ

が
片
付
き
、
街
の
復
興
を
望
ん

で
も
そ
れ
を
阻
ん
で
い
る
放
射

能
汚
染
の
実
態
を
掴
む
こ
と
が

出
来
た
。

原
発
事
故
の
た
め
今
な
お
13

万
人
の
方
が
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
家
族
が

バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
、
先
行
き
が

見
え
な
い
生
活
の
苦
し
み
を
実

際
に
聞
き
、
改
め
て
脱
原
発
と

フ
ク
シ
マ
の
現
状
を
発
信
し
続

け
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
二

日
間
だ
っ
た
。

報
告
者
【
国
労
福
島
県
支
部

小
檜
山
聡
さ
ん
】

※
山
田
芳
夫
さ
ん
の
報
告
は
次

号
に
掲
載
予
定
で
す
。

第２６８３号 国労せんだい ２０１４年９月３０日

団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

6
月
30
日
付

我
妻

美
津
男
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
テ
ク
ノ
仙
台
東
）

伊
藤

英
雄
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
苦
竹
駅
）

小
野
寺

茂
隆
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

佐
藤

康
司
さ
ん

岩
沼
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
槻
木
駅
）

佐
々
木

精
之
介
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
仙
台
東
）

鈴
木

浩
次
さ
ん

仙
台
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
鹿
島
台
駅
）

鈴
木

克
志
さ
ん

新
庄
連
合

高
橋

実
さ
ん

福
島
地
区

○
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

江
刺
家

逸
郎
さ
ん

仙
総
組
立

（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

高
橋

勝
志
さ
ん

岩
沼
駅
連
合

（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

柴
田

論
さ
ん

仙
台
駅
連
合

（
Ｂ
Ｔ
仙
台
）

横
山

幸
子
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
ビ
ジ
ネ
ス
え
き
ネ
ッ
ト
）

7
月
31
日
付

横
山

進
一
さ
ん

仙
台
駅
連
合

○
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

佐
藤

勇
一
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

高
橋

正
文
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

人
見

文
夫
さ
ん

貨
物
福
島

（
郡
山
総
鉄
）

齋
藤

博
さ
ん

福
島
地
区

（
仙
建
福
島
）

8
月
31
日
付

長
谷
川

賢
一
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
幹
総
）

伊
藤

武
志
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
JR
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

原

敏
教
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
幹
総
）

遠
山

政
孝
さ
ん

仙
総
組
立

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
幹
総
）

上
田

英
二
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

（
Ｊ
テ
ッ
ク
幹
総
）

折
笠

浩
二
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
Ｊ
テ
ッ
ク
郡
山
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

出
向

6
月
１
日
付
 

山
田

芳
夫
さ
ん

岩
沼
駅

←
Ｔ
Ｓ
Ｓ
亘
理
駅

荒

昭
美
さ
ん

亘
理
駅
←

Ｔ
Ｓ
Ｓ
亘
理
駅

荒

康
宏
さ
ん

亘
理
駅

←
Ｔ
Ｓ
Ｓ
亘
理
駅


